
 
 
 
 
 
   

     

 

 

 

 

   期間中、夏型交通事故防止のため、各地で様々な交通安全の取り組みが行なわれました。 

また、７月２０日（水）には「交通事故死全国ワーストワン返上」道民総決起大会が行なわれ、交通死亡事故 

防止メッセージが発表されました。 

 

  

 

    

    

      

 

 

☆南区・喜茂別町合同特別街頭啓発の様子です。 

 

 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道
民
の
皆
さ
ん
へ 

     

～
交
通
死
亡
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い
～ 

    

北

海

道

の

交

通

死

亡

事

故

防

止

に

つ

い

て

、
こ

れ

ま

で

も

道

民

の

皆

さ

ん

と

と

も

に

、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
死
者
数
は
、
平
成
十
三
年
以
降
四
年
連
続
し
て
減
少
し
た
も
の
の
、

都
道
府
県
別
死
者
数
で
は
十
三
年
連
続
し
て
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
い
う
大
変
残
念

な
結
果
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

今
年
の
北
海
道
の
死
者
数
は
、
七
月
十
九
日
現
在
、
百
三
十
九
人
と
な
り
、
昨
年

と
比
較
し
て
五
十
三
人
減
少
し
て
お
り
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
七
位
と
い
う
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
北
海
道
は
、
こ
れ
か
ら
が
例
年
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
を
迎
え
ま

す
の
で
、
道
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
強
く
持
っ
て

い
た
だ
き
、 

 
 

特
に
、
運
転
者
、
同
乗
者
の
皆
さ
ん
は
、 

 
   

○ 

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
励
行
し
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い 

   
 

 

○  

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
確
実
に
着
用
す
る 

 
 

 

○ 

デ
イ
・
ラ
イ
ト
（
昼
間
点
灯
）
を
実
行
す
る 

 

歩
行
者
、
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、 

 
 

 
 

 

○ 

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
左
右
の
安
全
を
確
認
し
、
赤
信
号
で 

横
断
し
な
い 

 
 

 

○ 

夜
間
は
、
明
る
い
服
装
や
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
て
外
出
す
る 

 
 

 

○ 

自
転
車
で
は
、
一
時
停
止
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
必
ず
守
る 

 
 

こ
の
こ
と
を
、
必
ず
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら
し
、
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
を
一
人
で
も
少
な

く
す
る
こ
と
が
私
た
ち
道
民
の
切
な
る
願
い
で
す
。 

 
 

ど
う
か
皆
さ
ん
、
安
全
で
安
心
な
社
会
を
築
く
た
め
に
、
家
庭
や
、
学
校
、
職
場

な
ど
で
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
交
通
事
故
防
止
の
機
運
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
今
年
こ

そ
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
返
上
す
る
た
め
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
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平
成
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十
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各区の死者数
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中
央

北 東 白
石

厚
別

豊
平

清
田

南 西 手
稲

人

札幌市 中央 北 東 白石 厚別 豊平 清田 南 西 手稲

死　者 16 2 1 3 4 2 2 1 1 0 0

前年比 -15 -2 -5 -1 3 1 -1 -1 -2 -3 -4

札 幌 市 の 交 通 事 故 に よ る 死 者 数 と 前 年 比 　　　　　平 成 １ ７ 年 ７ 月 末 日 現在

 ※ 前 年 の 死 者 数　1 4 7 人　　  増 減 数  - 5 9 人　



 
 
 
 
 

 平成 16 年 12 月末現在、北海道で自動車乗車中に事故で死亡した 220 人のうち、シートベルトを着用していない人

は 114 人でした。このうち、約 6 割の 67 人はシートベルトを着用していれば命をとりとめた可能性がありました。 

 「すぐ近くだから･･･、面倒だから･･･」という軽い気持ちが、尊い命を奪います。運転席・助手席はもちろん、後席で

も必ずシートベルトを着用しましょう。 

  

  

 

①シートベルトを必ず着用する。 

②同乗者もシートベルトを忘れずに着用する。 

③小さな子どもを乗せる時はチャイルドシートを使用する。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事故にあう高齢者が増えています。特に１６時から２０時は高齢者事故の多発時間帯です。 

夜の安全には、自分の存在を「見せる」ことが重要です。平成１６年の高齢歩行者の死亡事故（全道７０人）について、

夜光反射材を着用していた人はいませんでした。 

夜光反射材の利用を促進するとともに、高齢歩行者・自転車利用者・高齢ドライバーに思いやりをもちましょう。 

 

★全事故死者数に占める高齢死者の年別推移 
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自転車構成率
運転者構成率
全　死　者

人 率
平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年

66 70 76 56 54

8 14 16 12 17

構成率％ 12.1 20.0 21.1 21.4 31.5

2 4 4 2 7

構成率％ 3.0 5.7 5.3 3.6 13.0

2 4 3 0 0

構成率％ 3.0 5.7 3.9 0.0 0.0

高齢運転者

全　死　者

高齢歩行者

高齢自転車

事故にあったとき、 

シートベルト非着用者は着用者に比べ、 

助手席で１１倍、後部座席で５倍 

も死亡しやすい。 

（倍数は全国過去３年平均：参考・警視庁資料）

  除外 

（１）負傷､疾

病､傷害または

妊娠中のため､

シ トベルトを


